
ぐんぐんぐみだより８月号 

今月の歌 

♪アイアイ 

♪南の島のハメハメハ大王 

♪とんでったバナナ 

 

ぐんぐん組保護者各位                          ２０２３．８．１                                  

ナーサリーつづき 

ぐんぐん組担任 

 

８月に入り、ひときわ厳しい日差しが照り付け、蝉の賑やかな声が聞こえています。 

先日無事に夏まつり・夏の思いＤＡＹを開催することができ、ほっと安心している一方で、 

ぐんぐん組で過ごすせる日が少しずつ少なくなってきていると寂しさも感じています。 

１日１日を大切にすると共に、これから行われる行事ではクラス一丸となってより良い思い出が 

作れたらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 緊急時引き取り・引き渡し訓練のお知らせ ・・・ 

防災の日に因んで、下記日程で「緊急時引き取り・引き渡し訓練」を実施致します。 

＜引き取り・引き渡し訓練の流れ＞ 

日時：９月１日（金）１３：４５ 震度７クラスの地震が発生 → ライデンメール送信 

          １４：１５～１４：４５ ナーサリーつづき各クラステラスにて引き取り 

① 担当保育士にお子さまのクラスと名前、引き取りに来た人の名前を 

告げる。 

② 園児引き渡し確認カードに記名する。 

③ 降園する。 

※きょうだいのいる方は、年下のお子さまからお迎えをお願いいたします。 

※速やかな引き取りをお願いする都合上、前日の８月３１日（木）に布団の持ち帰りにご協力お願い 

 いたします。翌日、持参することが難しい場合は、担任までご相談ください。 

今月の絵本 

『色とりどりのぼくのつめ』 

文：アリシア・アコスタ 絵：ガスティ 

訳：石井睦美 

ベンはマニキュアに夢中。ご機嫌な爪を見ると 

ワクワクするから。ところが、爪を真っ赤に 

塗って学校に行ったある日、男の子たちがベン

をからかいます。男の子だとマニキュアを 

塗ってはいけないのか、、、。ジェンダーについて 

考える絵本です。 

今月のねらい 

・夏ならではの遊びを十分楽しみ 

 ましょう。 

・制作では様々な素材を使い、自分 

 のイメージしたものを形にする 

 ことを楽しみましょう。 

・思いやりのある言葉や行動を 

とるよう、心掛けましょう。 

今月の予定 

１８日（金） 誕生会 

日時指定なし 避難訓練 

 



       

            ハイエナがやってきた～！！！  

           保育園探検ごっこに出発しようとすると、一通の手紙が目の前に！！ 

           なんとハイエナのシェンジ・エド・バンザイから探検に連れて行って 

           くれるとの内容・・・。すると突然音楽が流れ始め、ハイエナの３匹と 

           ザズーが乱入！？それぞれの自己紹介が終わると各グループに分かれて 

           探検に行くようシェンジから告げられます。あまりの勢いに圧倒される 

子どもたちは、これから何が待ち受けているのかドキドキ！？ 

ワクワク！？しながらも地図を持って出発しました。 

ジャングルでごちそう探し？？ 

地図を元に、ジャングルに辿り着くと…シンバ・ティモン・プンバァに出会いました。 

３匹からは動物についてのクイズの出題があり、“キリンはどうやって寝るの？” 

“カバの汗の色は何色？”“プンヴァのうんちはどんな形？”と正解を目指して友だち 

と協力ながら答えていきました。最後には３匹がご馳走として食べている虫を大きなボール 

プールの中に入って探すことに！自分で見つけた虫のフィギュアを大事そうに握りしめていた 

子どもたちがとても可愛らしかったです。様々な動物について知ることができた子どもたちは、 

最後に“ハクナマタタ（スワヒリ語で心配ないという意味）”の言葉を教わり、ジャングルを後に

しました。 

 スカーと踊る！？in 象の墓場 

             薄暗い部屋の中には怖そうなスカーの姿があり、思わず１歩後退りを

する子どもたち・・・。スカーから「俺に食べられたくなければ、 

             一緒にダンスを踊ってみるんだ。」と話があり、子どもたちはスカー 

に教わったダンスを見よう見まねで踊ります。最後には「俺の仲間に 

ならないか？」と誘いを受ける程、仲を深めてお別れすることが 

でき、一安心する子どもたちでした！ 

プライド・ロックで・・・！！ 

プライド・ロックで待っていたのは、ムファサとラフィキ教授でした。ラフィキ教授は命の仕組み

について詳しく話をしてくれ、ぐんぐん組の子どもたちは地球にある命は全て輪のように繋がって 

いるということを知り、命の大切さを改めて考えるきっかけになりました。ムファサとラフィキ 

教授に教えてもらったことを基に、その後は陸と海の生き物の生態系パズルに挑戦！！子どもたち

は同じグループの友だちと話し合ったり、考えたりしながらパズルを完成することができました。

最後にムファサからプラネタリウムとメダルのプレゼントをもらいました。プラネタリウムは日頃

の活動で宇宙制作を行っていたこともあってか、満天の星空を見ながら星の名前を言ったり、 

うっとりと見つめたりする姿が見られ幻想的な世界観を体験することができました！ 

夏の思いＤＡＹ
Circle ob Life Adventure


